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S16c クェーサースペクトルの光度依存性について
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巨大ブラックホールがいつから存在し、どのような進化を遂げてきたのかを探るため、クェーサーの光度関数
の進化の研究が行なわれてきており、高光度のクェーサーほどより宇宙の初期に個数密度のピークを迎えている
ことがわかっている (Croom et al. 2009, MNRAS, 399, 1755; Ueda et al. 2003, ApJ, 598, 886)。この結果は、
ブラックホールの質量が光度に比例していると仮定すれば、大質量のブラックホールほど、より宇宙の早い時期
に活動のピークを迎えていることを示唆している。以上のことから、クェーサーの個数密度を広い光度範囲、赤
方偏移で調べることにより、巨大ブラックホールの進化に制限を付けることができる。そのため個数密度を精確
に見積もることは、超巨大ブラックホールがいかにして数十億年程度の短期間で、莫大な質量を獲得してきたの
かという質量成長史を明らかにする上で重要なことである。過去の研究では、Sloan Degital Sky Survey (SDSS)
で発見されたクェーサーのスペクトルをもとにして作成されたモデルスペクトルを元にクェーサーを選出し、コ
ンプリートネスの補正を行うことによってクェーサーの光度関数が導出されていた。しかし、連続光光度が増え
るにつれ輝線の等価幅が系統的に減少するというボールドウィン効果 (Baldwin 1977, ApJ, 214, 679) のように
クェーサーのスペクトルが光度に依存することが知られているにも関わらず、この効果がクェーサーの選出、コ
ンプリートネスの評価にどう影響を与えるかは過去の研究で議論されていない。　そこで、我々は SDSS Data
Release 5 のスペクトル情報を使い、光度別、赤方偏移別にコンポジットスペクトルを作成した。さらに、これら
の光度依存性、赤方偏移依存性を調べ、クェーサーの選出及びコンプリートネスにどの程度影響を及ぼすのか調
査した。本講演では、これらの結果の詳細について報告する。


